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■	 エム・システム技研の環境保全への取組（2）
　前回は、地球温暖化防止に関するいくつかのキーワード
を紹介させていただきました。今回は、エム・システム技
研の環境保全への取組について簡単にご紹介します。

1．計装システムに関係する環境対策
　計装システムの構成や運用に関連する環境対策として、
たとえば以下のようなことが考えられます。
　（1）環境への負荷が少ない製品の使用
　● 電力消費量の少ない製品　
　具体的には、消費電力が少な
い製品の使用が考えられます。
　エム・システム技研では、
それに対応するために省ス
ペースと省電力を実現した超
薄形変換器をご提供していま
す（図1）。
　● 使用終了後の廃棄に際し、環境に悪影響を与えない製品
　 （たとえば材料に有害物質を含まないなど）
　具体的には、EUのRoHS指令適合製品の使用が考え
られます注1）。
　エム・システム技研では、新製品については原則として
RoHS指令に適合するように設計しています。
　（2）エネルギー消費を監視し、適切な対策を施すためのシ
ステムの導入
　●  電力消費を細かく監視し、不要な機器を停止させるな
ど、適切な操業を行うことによって省エネを実現できます。
　エム・システム技研では、電力監視システムを構築でき
る製品をご提供しています（「省エネ・CO2排出削減量証
書」受領注2））。
　なお、エム・システム技研の電力監視システム（図2）は、
センサ、リモートI／O、ソフトウェアの3点で構成でき、シン
プルで経済的です。

2．日常の企業活動を通じての環境保全
　計装システムに限らず、日常の企業活動を通じての環境
保全も重要です。
　企業としての日常の環境保全については、「電気」、「紙」、

「ゴミ」という3つの対象が活動の幹になっています。
　（1）省電力化について
　経済活動の発展に伴い、企業の生産設備が増設され、エ
ネルギー使用量が増加する傾向にあります。具体的には
下記のような項目が対策例として考えられます。
　●  空調設備を省エネタイプの設備に交換
　●  社屋の窓に断熱フィルムを貼付
　●  事務所でのクールビズを実施
　●  パソコンのディスプレイをブラウン管タイプから液晶
タイプへ切り替え
　●  空調室外機の間欠運転制御
　（2）紙の使用量削減
　●  各種の図面や検査成績表など、保管書類の電子ファイ
ル化およびカタログ、広告紙や冊子類の紙から電子ファイ
ルへの変更
　（3）ゴミの削減
　●  紙ゴミのリサイクル化（図3）
　●  産業廃棄物のリサイクル化
　●  OA機器のリユース

　エム・システム技研では、以上の事項について積極的に
その実現を図り、環境保全に貢献しています。

＊　　　＊　　　＊

　今後も、今回ご紹介した活動の継続と新たな発展を通
して、環境問題に取り組んでいきたいと考えています。 ■

注1）RoHS指令については『エムエスツデー』誌2005年1月号
の「計装豆知識」でご紹介しています。

注2）『エムエスツデー』誌2008年3月号および2007年1月号〜
3月号でご紹介しています。

　【（株）エム・システム技研　品質保証部】

書類の電子ファイル化によって発生した
紙ゴミを回収業者に処理依頼したところ、
リサイクルされて一部がトイレットペー
パーになって戻ってきました。

図 3　書類がトイレットペーパーに

図 1　超薄形変換器
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図 2　電力監視システム


